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巻　　　頭　　　言

学校長篠崎五三六

生物部がはじめての部誌を出すという。 どのようなものが計画潰れているのか． 詳しくは知ら

なhが．何かを書き．何かをまとめるということは．まことによし1ことであるロかや少なさレ〇

この二月の頃であったれ喜入に住んでレつる一年商卒業生から． 甲南生物部の先輩達中で． 従

来やって来ている生物融紬． 今年も出すことにしているから． 何か－一翼をという依嶺の手紙が

屈しへた。だからその時も，亨こう書かをげれはと思い査がら． ちょうど学年末で，何かと校務に

追二子つれている疇こ規でもあタ．それに督促．された八と容易に笠の執れなレ1私の壷もあってつしへその

、ままにたァてしまった。その後その先語からは何とも云って来なかったので． 邦語はどうなった

のか轄わ；二一一らをレ∵が．まことにすまれことモしたと今でも思っている。 そこに今坂の話だから，

先二藻に崇せ1かった詔の芹壷弊互．汝幸に竜束タむ圭で聖め合わせることにまったというわけ

で，生紡部の諸君庶そのような先輩の活動があることを知るや知らずや．こ扮陳会轄先覚との紫

率カーをしっかちして．嵩∂活効をもゥと債権的托して持しレ。 生物部と云えば．これは私事に准

って忠轟たけれ工こて〕甲南を卒業した弘の三男も大学の受験を九大の生物一本で進んだが．と

どのつま少庶二幸乱ノ、∴う棋王に弓物にミr三着Iv、た＿つし吊／39年に卒業すると．大学院まで進ん

でもこと研荒した－．rユと云い出した。そして岩悠∵′二パこ．ろと二手淀む指導しつこともあカ支廉勉まれ思う

よう：・できか′1という打て．一一年霊は∴Uy言、Lナー・ニ工たニノ・て．受輝出品と大寺院入学後の学

黄の苦節とをやって．4ざ‾ノーrf二〇春は言湛丁ど卦鋸′京ナニワ応月舘‘娩柑塗！・了．もぐり込んでしまった。

てこ澱． 工、に隼て」二丈ヱ樟ry・．ナ；∴ら正豆′てノと，！す㌫ィ4ニ鱒打∵主事の午束で学校に有って．夕刻

帰宅するとhうわが亨ながら見上げ高一＿ノうつ、∴C㌫㌔これ上里雷も舟娠再沌わレ． と′誓うと

r

ヽtt－
とで去ったが．そJl強振方L2年そり今も続いている。 ラとしっうわけ接，初めから学資は奨学会と

貯金とでま：かなつで言責細長長∴はてにしたいとレーlう約束であったから，栽からの送金は今でも

三t三輪葱維持するに．塗る最少亀鑑でi恐らく1ケ月一二百二．三千円箱庭の生活をしてしつると思うが

ノ’こだ「億と研荒壁との湖を定ノEす，子．だこ；ウ生1－1こてヤかて∴二三年になろうとしでハム。本の買えない

ことだけが普請で．そ〇倍は結症受レ）でレムろと烹諾している。そしてン長年正ドクターコ一一スに進

む克達しもつき，いよいよ鏡掟ホノンモソでは前人詫窮の糾票豆完成するCだと張切っているじ自

分で速んで自分で好んで進んセ行く童の強記を思うことである．っ綺音読というものに．そうhう

意床で高校持代の諸君のすべてか必ず一つは不払を自分：三一ら選んで，その生活の甲に自分の古米

・D生き方の何かを発見する芋がか鉦としてほしいと想う。車に生物とhう教科は，白熱の封主査

ゆっくりした現象を根気強く組察する．転送し実臥する．そういうところして歳立つとも云え．もも

のであるから．未熟を諸君も未熟をタに．そういう実験湖察を記舘しまとめてそれをか互の反省

前賢の手がか少とすることは．極めて意義のあることである。私は今度新しく発足するこけ浩志

が．その場限カのものでたく． しっか少と土壌に椴をおろして、やがて部員諸君の一㌧八一人の上

に美しい花を咲かせ．見事な実を結ぶ呂のあることを期待してヤまたい。 昭和4年12月20日）
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トノサマガエルの心臓のはく動実験＿‖∴二＿∴． ニ

3年豊島忍

ある日． 生物室の英紙器具協を堂灘していたら． 托こ少の積ったカイモグラフ（キモグラフ）

が軒こきたここれをそのま・至はプ・－つてかくのはまの持ち腐れだと思い．牢にかこの装置を利用し

た芙故はたいものかと考え，トノサマガエルを′挺った心堰〇はく動実包を行なった。

〔実巌用具〕

撼剖器一式． 解剖ざら． カイモグラフ． スタンド． ベンゼンランプ． シャーレ． 画用紙．

セルフイン． 竹ばし． 絹糸． カエル用生鎚的食塩水

〔：：、・圭〕

Iまず． カイモ． グラフの衷昔から旨涼竹をはずし，これに元撞離吾はクつけてから． ベンヰ

ンランプ（すすのてるものならなんでもよいが． ここでは炭素数のかな夕多いベンゼン石

用いた。 ）から出るすすを画用紙につける。 全面につけ終えたら． またもとロ真意にセ：

トして，hつでも動かせるようにしておく。

i【つぎに． カーブを描かせるに必業をてんこゞんをセクトするt。 私書これに次一▼⊃よう女工荒石

試みた。

オ料出事はしを舟ハる。 竹はした封って母音を∵瑠ぐういぺ∵． る『

’－　1－1－－　▼ll一一‥一一一　　1…　　　二！ 0　cm

＿＿＿′．．▼＿．′一一′‾1▼　　　’▼－‾．▼‾・’－‾HJ－‾‾▼Hlr‾

貢昌亘5クぐらレ1）

→：2m豆
（ニト＿L、
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．

．
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斗

彿

卜＼よ、言
てんひんつ筒方にかもりなつけ心は射てかかる力やてんびんがバランスを保つように孟髄

するロ

逓Iカエル（・なるべく大きなカエルがよい）C重罰を切謂し． 普通の鰹剖の場合と同様にす～

のだが． カエルと弱らせたhために腹部凌どの切開は避けて． 腕部のみを切開する。

忘れて；・′て：チ：らたいこと正常時生芽的食塩水をかけることである。

王V拘部射；1悠心憶が現われたら心室例の心のうをピンセヅトでつまみ心室を傷つけたし1よ三

にハサミでヤぶる。

Vl有責王立らふじめ糸をつけたセルフインで蛇苔む。

Ⅵてんびんとカイモグラフとカエルを次ページ図のようにセットし記録をはじめる。

てんびんの先とカイモグラフくつ接触部分は強くつけすぎてはいけ夜レl。 またなるべく回海

面に対し斜めに接触するようにする。 てんびんはなるべく水平に． また土台となる航法，

ガタガタ振れ動かをhようにしておいた方がよレ。
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カイモグラフ
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〔結　貫〕

数匹について実験を行った結果． 規則的な運動を適確にとらえることができた。

次の凶は正常時のカエルのはく劫のグラフである。
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さて損亡萎注∈ヒト⊃克子心軋血富鉱義則として用いられてレしろネオブイリン上とhラ音ぶ薮

をカエノン′つ心臓に滴下してみた。 すると下凶のように一つずつの技が長くたって． そし∋窪薫

がばっ主亘示されたことを確認した。
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〔反省】

莫雛はこれまで書いてきたとか少に．すらすらとやれたのではない。憲度も失蛭を連ねた。

せっかく龍かを変化まで現われたグラフが出てきたのに，あくるEHこは部外者にさわられて

ためにをったグラフもあった。こんどの実施では初歩的をことだけにとどまったが．次に沈

血液の環流実験を折り混ぜて．生理的食塩水む志望による変化．圧力による変化など，次々

と発展させていこうと患う。
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空　中　細　菌　の　研　究

1年室屋車夫丸山滴徳酒匂溜

我々のまわりをとケまく大気。その［刊′こ存在する無薮の細菌。その1つでも正体をつきとめた

い気技から研究をはじめた。しかし．こく初歩の段棺の研究で、らるから．顆仔にそうような結果

が必ずしも出ているとは限らないが，基本巌か査察箆崇の悪定は怠らなかった。

1．培養基の敦造

牙料粟天1〇才禽エキス5㌔ポリペプトン5才巌塩之5才． 水500cc

器具シヤーーレ． フラスコ．ロート．蒸し器（コプホ釜）．計還器．ガーゼ，その他

方法（l）材料を丸宣フラスコに入れ． それを約1時間コソホ釜で蒸す。，フラスコは縞栓

でしっかIlふたをする。 J

i幻コツホ釜からフラスコを耳持出し． 培喜液をガーゼでこす。

（3）措定コツホ釜で． 100℃で約1時保父記する。

甚）その後1軋ふきに3両コツホ釜で激薗する。

（5i・オ∵レマリンで一部差した繕、つ甲で． フラスコから培養液をシャーレに．約2～3

′冥7・∂穿、に移すご
．

∴　∴、二 ン1

第と通日9月15「j涼をむつもタで． 西鹿児島駅待合室，電亘のつウ輪． 天文結公軋納屋

一往川，下火差民絹り五ヶ所で廉偏した。

・一に，′＿、∴いたし1宮崎庸二各地点で鴻琵品を入れたシャーレかふた受三分魔鏡甘いてかくでた

だ． 這互豆に巧鳥紹鴎始点∴よく甘毒した軋指相でつ上さ整定10起こすβ． その轟を

シャーレの中の培黄玉に手早く童りつける。 これは望中畑葺とは言えないが． 興味が

あったので試しにやって三′二乞。

．．
L 2己を、，当

・h’‾‾‾1p－－‾一一一一一一一こと一ここ一一ここニーニーユーこr1－－X・1－コチTエコ
：f冨脅「コロニー・一㍍
】
甲虫公民館！ 無二′汁1

L　のつカ「揃

L
‡
・
U

l
J
T
l
1
．

［
35｛一38！ ：295　℃

［

l C空！ Z；二川　　i　29誹i℃

Jl‘1犬t′も

乱　引入の状態

聖上一一と一寸聖二一旦

・、・‥：

上空聖型と工」土⊥吏±生長亘互巨7ヴと」空
．

：l‥・一一・一　　　一．．
・　－　　・ま’’　　一　　　一

天文結公鼠！ 37　｝　2；5～5畑　2已　Cコ 55肇1　2　！ 人影たし

上記の去月1966年9月15日採集彗毒の状況と2Lは三9月17ヨのコロニー数（ここで

は細菌の群苗を示す）を数え． それを多－√源にならべたものである。 ここまでば蹟調にいった

Dである。その次からが大変だった。 当払二つノートを見てみると
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第2回目

9月22日校内昼食時問に各教室8ヶ所で鵜

9月23日市内7ヶ所で採亀

9月24日一温度を一定に保って正確に殖え方を観察するつも少で昨日保塩器に採集したシャ

ーレを入れておいたのだが，保温帯の故障の為． シャーレの甲は夷っ黒であった。

本当にがつかタした。

第3回目

9月26日展示会までに問がないので放課後ただちに肯軒に出かけた。 4ヶ所で床焦した。

保温器を使用せず． 室内で培萎した。

9月29日3日たったのにいっこうに膏が出てこをレ1ニもしやと元ル1せ菱基のPEを計って

みると60一戦G5で弱鷲性であった。 結茂は緩性に弱いのである。 出たhはずで

ある。 また’また失敗だった一つかまけに塘三五盈定点ウコツホ釜寸で故障した。 泣

きっ面に埠とはこの事である。 たが．ここであきらめてはいけたい。 ここで投げ

出してはならをレ。 今までの苦労が水の泡である言可とかしてこの研究を完成さ

せ． 展示会までに間に合わせてみん射て認めてもらいたい． こそう考えて，かそま

つながらも滅菌楽壇意基製造用の蒸し器を沃産科宅から惜タて短発走を搾った。

今立は念には念を入れ，ちゃんと培音義宣HP三も計り，訂アルカリ』にし． 万全

を期して明日を待とう。

9月3CH］展示会まであと2［］である。 全く必死である。 昼食時注射・こ富家の飽けを焙♪て王

内e錘遠を採集し． 放課後すぐ淀外へ潔射て出かけた。

13月1日長示会の葦億で虻がしかった。 午猿埠寅シャーレを緩いてみると． －ゾ・すかに会

い班点が出ていた。 うれしかった。

13ト：2ヨ今日から展示会が始まった。 今日から五日筒の展示会のために． 今、三三で払ってナチ

た号力もどうやら巽タそうである。 忙かし的一ケ月で各っ二二。

衰42でわかるように，最も明らかを事は人の転入の多いところ藷ど束わ致多い－1で

ある。衣には表われていないカ㍉人が多く行きかい，集まる場所托ど長の程滋も多かった。

気温と扇の数の蹄係． 湿度に関しては． こむ研究からは明白を結束は苺られなかった言三、

につレ「Cも． 鼠のある酎まめったになかったので． やはりこの実巌ではわからをい竹薮4

㌢む告再では． おもしろい事に女生徒が多いほど細菌が多いという結食が息た。

これはどう競訳してよいのか。

後感わずかこれだけの結果から． 研究というもののむずかしさを新たに認許できただけでも

良かったと思う。 これからも損金があるどとに，このような実験を兢少返し． ユタ良い結

果がノ縛られるように努力したい。
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衰え　窒甲細菌の各場所に放ける5分間の降下数「1．966年9・月30日
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二避皇皇±望誓ニ▼てこ・T二二二こ、こ

I

l年酒匂潔室屋卓夫丸山満徳

1000Cで死なない歯とし1うのカチあるということを知り． 身近をところに存在するジャガイ

モキンを検出してみた。ふだん我々が何げなく食べているジャガイモに． こんな菌がいるのかと

思って顕嶺鏡をのぞくのも楽しいと思う。

〔準備〕㍉｛甥イモイ畑の士のつし1ているも¢り

シャーレ薮佃． 蒸し器（コプホ釜），小刀

〔方法〕川士のつレ1たジャガイモを卜皮をつけたま封享亨I和佐の輪切タにし． シャーレに

移す。

凋シャーレを蒸し器に入れ，寵1時増蒸す。

131シャーレを取ク出し． ガラス鐘に入れ． 毎日の変化を見る。

拗3～4日たつと． シャーレの甲のジヤかfモり表面に白い膜ができ． しだいに．

しわを作夕始める。 このしわを． 柄つき針でプレ㌧ペラートにとタ． 火磨営宣した後

メチレンブルー藩で染色し，茸謙鏡で摘察する。

（庄）染色法

！」 ＋ ／
′

針先大の菌の集まタ

病つき軒でよくまぜる。

ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス

⑧

輯∵J、7　　／／／
水が完全に立くまで縫えずメチレンブルー液を1滴

左右にふり夜から火鳶包定する南下し，葺全伺′Cゆきわ

このとき苗がこげないようにする

⑥

バーナーでよく乾かし

蕾徴鏡で盈崇する。

×900

※麗子の観察杖培養後二週間位

たった頃がちェうどよい。

⑨

！、④

たるように拡げろ。

1

再度ガスバーナーで

竜かす。

哀栂に水を流し

余分をメチレンカレー

を洗い流す。

－7－



ジベレリンのトウモロコシに対する作用

3年
寝占恵美子松元真理子

山元史子中村勝代

〔E的）

植物のホルモンの作用を築島によって確かめること。

〔こ、コと．：‘！〕

競のこくず． トウモロコシのだ（工．C．ロよタ丈の低いトウモロコシと単連の丈のけモロ占

シの種子を練入）ジベレリン． 蒸留水，スポイト． メスシリンダ【，ビーカー． ものさし

〔万一去〕

Olのこぐずを水で淀心らせ鉦て8分酎ほど八才1てトウモロコシの相子を憶え意り

－4
0市庇のジベレリンニ乞1Cが／滋．

x三才り公にす蒙る。 ′

○発芽後． ジベレリンを艮1舎ように南下した。

0成長の度合いをみる。

〔経過〕

01E「36年9月10日種子をまく。

09月19日に発芽した。

ご貢21別こ薯：流の背丈のトワモロコシと，津軽f背丈⑫

蔽い）トウモロコシとの立岩かつくようになった。

et．． 手昌ノし，ji′ワ：一己‾正‘．∋誉長めトウモロコシと擬性窃トウモロ

コシ心は膏－つ∴ジベレリンを薫下した。

eゴノ． 拉‡＿＿！でし二㌧生長蛇合葱，グラフにした。

。
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【転用）ジベレリン末処海¢〕日本薮．米産（享）〔図Ⅲ〕倭姓でジベレリン処理したものと

米産（寒色）のトウモロコシの成長の束処蓮のトウモロコシとの比較

比政一8－



0－‾‾‾1－「ブ「－1－－－1－TT一一1一一▼・一丁

ジベレリン・処丹後C）日数6－ヱ1
図Ⅳ

ハ
U
O

3
草
丈
全
長
2

2’4
ジベレン処理後r噌数
図Ⅴ

〔腎Ⅳ〕普通の背丈のトウモロコシを哲科に〔図Ⅴ〕普通背丈と背の抵いものを材料に

処凰末処製の比賛処里後の生長を比故

（幽Ⅱ〕日本産のトウモロコシの方が生長速度が違い。

〔図m〕ジベYリン効果が大きいのでジベレリン生産能力が′j、さい0

〔薗Ⅳ〕ジベレリン効果が小さいtノつてジベレリン生産生刀が大きレ。

〔図Ⅴ）蜜虹にジベレリン処鬼したも∂が音速の音丈心トウモカコシ艦遇やつくであろう。

くこ結　果＞

理性のトウモ甘コシ協使うがジベレリン効果が良くあらわれる。

アメリカ症トクモコ二で／虻焦れた。

農産大（11勘シ瑠）のモ嘉鉦自
昌　暑中　ナモロコシは蔓圭不良。

これらrつことから濃度が漣すぎると生長が妨げられヤ示て枯れる。

＜反省＞

次のような均因で良h結集かえられなかっれニ

0ジベレリンの濃度計算ちがいのた均． ジベレリンが濃すぎて． 3，4本塙れてしまった。

○票弄したトウモロコシが少なかった。

○柁子を‾まいた直後ネズミに食われて思わめ失敗をした。

0汎定基塾がまちまちのためせっかくの資料がだレゝなしになったものがあった。

く参考二＞

ジベレリンとは

ジベレリ・、ンはギベレワンともいわれイネの馬鹿首病菌がつくりだサ物質でこむ蕾を培養した

法甲から結晶として得られる。 若い轄物鵬に作用して． これをいちじるしく伸長させる作用が

ある。植物の背丈の庇い品種に，ジベレリンを滴下すると． 丈が伸びてつる性のもののような形

態となる。ジベレリンには，数種の互いによく似たものがあタ． 化学構造亡だいたい明らかにな

っている0－9・－
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昭新再1‾年10月2日から5巨凋行なわれた文化祭で． 私達はアトラクショニ／として何かおも

しろいものを．ということで巨pTC」と小う個人個人により束の感じ方が違う薬の． 本校生徒

に巻けるニガミ味覚者の出現率． 並びにその遺伝をとりあげてみることにした。 こ

このPTCと吐，化学名Pheny1－tbio－Carbami且Qの略名で． 多くの八方はこの薬の

蛙をニガイと感ずる。ところが，PTCをニガイと穣じない人がいることを． 11931年に了メ

上こしコザ0二日フォックス）樟士がみつけた。‾PTCのニガミを感じない性質は1つの遺伝子に支配

これ．メンデルくつ法紬てしたが丁・て三笠伝する蛮骨む形質で．血液型‾とともに，ヒ、トの正常形質と

しご菟責1莞ものである。

〔過程〕

蒸留水で，3400倍にうすめたPTC溶液に． る紙を浸して引き上げ． 風乾す皐？

ノラ歳膏lxJ・¢・ノJla大き蔓に乾け，こ仁痛チ片‡試故老になめさせる方法をとった。この方法は

小川宮人氏の「疾霊とは京」む去詩壇尋考成した。

まプ‾． 是接邪心鍔上に圭上してふて，長のし覆い＜属領んで家系図を作ってもらったとこ

一′．
∴謳抱骨二ノ：二〕∴うノ∴∴云ば沃素棺かできた。そ・こ．美∴機会あることに．いろんな人に

軒

㌻隼して率て，姥を誓じ酎・ゝ八の烈合レゝ曇求一台るつもカセあったが，調査の対象が不規則だ

ノ′。

．
ノ、＿＿′∴宮′．ノ！ミでき窮鳥つ賞、デ七一よかった。そこ七本産∴卑生3クラス（約170人）

肴土工に七㌦しただ千、珠寺号完売－，′1人が，1昆2珍というかなタ高い割合わにをっ克。

こ・lL点黒も少人数のたわ． あま．少思慮性は高くない。

：′：こお完去f、に・賢．次の事に注意した。

・〇．討幕点すぐ少と総でけたこ・（長ぺ衡ウ京タや綾に対する舌の・封れ申ためi′享．正しい成績

を璃ら九二＿：し′、′’こめ）

ロ患，巌に鳥について． あらかじめ璃示な与え溌レ完

二）社鮫者が互いに相談しないようにした。

r結束〕

文化祭や柚こ本校で路べた結鼠暁を感じ畢かった人は43人床を感ぶた人は372人

であった。 この車には冗談で苦いた人もいるようだ‘った。 他県で融蛇によ＿ると． 図をみて

もわかるように． 日本におい′て波緯度が逼く夜るほど∴姥を惑じなり人の割合は なって

いるロ文政によると宮崎県で165疹だから． 虎児盛県七はそれと似た数字率噂られるはず

であるが．本校での結果は1（14感だった。

一一10－1



o Aさんの家族の調査（甲南島牧1年女子）
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．

ハッカ至ズミノ〕土讃＿．

＿＿＿＿

3年西村光一黒岩

世の中とは異なもので人間だけでなく． ネズミまでが学習するのだそうである。 そこで． ハツ

カネズミがどんな学書ができるかを，－，二調べてみた。

〔準備）

任意の一匹を取りだし． 手のひらで唇を与えた＿りして実験になら。 し（ban丘1ing），あ五一

定時周飢餓状態におく。 （凱餌動因）今勘の壕合は． 毎日午後3時咋餌を与え． 5時に引きあ

げる。
．
翌日午後3時までは水以外． 何も与えず，空腹状態にしそふく。 このよう夜訓練処置を

したネズミを． T字型の高架式の迷路を二つ組みあわせた図のようなものを使示． 学習の状態

を親索▼した。なおこれらのセヅトはすべて灰色のペンキで塗りつぶした。

－．＿＿▼．＿l
スタート箱

スタートライン
上からのぞく
よう灯してかく

上下自由に

出来る不適

愉♂板
」」

主上から見た崇）

…

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

－

　

－

莞
㌍
／㌔
／ヽ、レ‘一

子クートボックス

L－1
〔方法〕

スタートボックスにハツカネズミを入れる。 その楊合．スタートラインに対し後むきに芸く。

ふた（ギロチンドア）をあけてから，スタートラインを越すまでの時間（行動潜時）と． スタ

ートラインから餌までたピタつく時間（所用疇璃）の両方を調査した。

〔長張I〕

集中字書の効果；一一日のうち約一分閲ずつの問かくをお増，質申して所摘埠亀か変化をみた。
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〔実験Ⅱ〕

分散学習の効果；1日1回午後3時に餌を与える直前に． 「所用時間」と「行動濱時」をは

秒
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「所用時局」の変化
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は手話高時」の芸化

〔実施虻〕

呂房増での試行の変化一一一‥－スタートしてからネズミがどのようを石高をとるかきこ・． べ。 とこ

＝「LT一一一rr：「

－． t…－
廿㌻一二

11、
L：一． ＿ニJ

Lユノ　：打バノ　（一。 一1雪

（2、　中称、1、）学習

一
．

！っ
っ
‖
つ
1
．
」

1　＿

，．d　　後払の学部

これらシ⊃表験し玉，ロで興味放しつのけ分散字書の効果が産中

学離r）骨衆より天であることで，この息ヒトヱ二王どうナ（、、ナ1車

間＝書、猫ノラ▼中てある。
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鴨池海岸のプラ　ンクト　ン

I

2年納邦雄小田達矢

プランクトン（浮遊生物）は底生動物や魚類に捕食され．ヌブランクトの竃互蘭にかいでもよ

う高次のものの栄慈輝として利用蔓れる。魚類の繁殖は．劫物性プランクトン〇祭壇に左右され．

卦綾性プランクトンもまた植物虹プランクトンか烹短に関係がある。植物性プランクトン技土用寸

立．海況の変貌水平の栄薫物果（∋去持て左右されるものである。つま射鮮物性プランクトン接昼

高，光合成舌ために日光を求めて海計付近へ上昇してきて．夜になるとできたデンプンの重さで

正んで行くしコである。

※児島丸帯池梅岩は入江になっていて割合に没もかたやかで去るので． 採集地として曇んだっ

〔深長方法〕立正2・7純か，コック付きつプランづ「トンネサトに10mはどのひもをつけて砦か

ら沖に向って致げ．それを引き寄せる方法をとった。採集したものはビンに入れて掠って帝り

まず生きたものを概索あるいはスケプチし．その後アルコーノレで通産した。採集したプランク

トンご・一士ビンに沃察当時の気泡水粗．日光の状態．日付などを記入したラベルを盛ってかくこ

とも．三菜夜ことで走る。

叉の票捜禍㍍；毒寺に二ン亘る晴天〇巳つ196年，9月机～9月2鋸り匪斥察されたプ

ラニ／クトンで、ユニ為。．
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以上が採鉱結束である。
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次の2つ（つブランクトγは数が最も多かったものである。 数の多いものとして技，この他てケ

ンミジソコ．ケラチウムなどがあげられ鳥。
・

〔今後の発展〕

まだブランクソ偵察は始めたばかで名前も文献を調べても同じようなものがたくさんい

て区別がつかをかったご今後はそうい． った不明種をできるたけなくしたい。 文化祭で庶プラン

‾’クトソーのスライドを作少．頂貌投影した。 料かげで好評をえた。 今までにやったことは，表面

だけを扶わったようで． プ、ライクトンに隣する研究はまだまだ数多く． 底は薫きないと思う。

しかしその中で尊に今後や玖たしつこと汁ブランクトゾの雪ノ乏霧消襲一芸．こ定量．垂直分布などで

あるaブランクン¢婆素清涼登はウアンクラー法で． 産室は遠心分離を刹均してなどと考え

ると思い杖尽きをしつ。残された一年軒と有意義に梗し1少しでもプランクトンになじみたいと居

、、

ノロ

不ら舅亘。 款波非音に多い。
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＿＿二二二ン・三勺王三二二主＿＿‥一一・

小野重朗

へツケルはhうまでもをく例心「発生の法則」を言いだした人。 高校生諸君とはおなじみの人

で各る。考えてみると生彷学の中でよ「先生の法則」ぐらい不思議で興味洗い法劇は他にない。

ヒトでもモンシロチ甘クでもエソドゥでも生物技みな卵から大きくなる途甲で． 祖先の経てきた

変化をく少返しているとhう〇が「尭生¢法制」である。 ヒトは母胎の甲で－心房一心室の心臓

をもっている特撮があれそれから二心芳一心室にかわタ． さらに二心房二心童の心臓にかわっ

てから生まれてくる。これはヒト（勇は先か魚のような，また両生勲のような時代に経てきた変化

たごく短い塙にくり達しでhることになる。 上汁捧叢生は系統発生を繰返す。」である。 一体こ

んな法則がなりたつのは何故だろうか。 ヒトは祖先の心適がどうであったということとは祖係な

く最初から二房二心室の心臓をつくればよさそう夜もやである。 モノシロチ了クは祖先の時代の

彩の長虫の埠鵜など経ないではじめから羽のはえた戊であればよさそうをものである。 誼元の苦

労を偲ぶためでもあるまLへ。いろいろ説があるようだが． つまりは進化や糞喪には大を飛躍は

＿；ノ㌢薔なわとhうことであろう。
二心方二心蔓の心戌を作るには二心痙－一心萎〇心篭を持すて．

それを改造する方法よ他にたいということであろう。 ここらが生物と転流とこっちがいともいえ

るだろう。さて．私は民俗学とい学問つ片顎で簿冤してい． ろしウニ’ニ三が．㌃㌃㍉肯学長まだ近点が

浅いので方法が確立していをい。 現在の人々む生活の牢に残る民俗から，巨本人の． そして人類

C⊃生活の歴史をさぐるというのか屋的だが． どん葱や夕方で学問を進めるか結まだまだ露立して

わかへ。私はヘアケルさんか如上至急ぶてキることにしたご民佐芋でも主語工か探鳥」霊：迂用で

きるのではないかと患うからである。 豪水面庖牛鳶に長押子葉神社というわがあって． 正月親日

には持主が朝早く高慢に克h山に行って栄そ折ってさて，手前藩の水田に近い石の績んである所に

巣を立てて祭をするQその後で． その栄なつで誉鉦点れ社に菜を入れて祭りを行を㌔いわ

ば，山と水田のほとクと神社と都合三ケ西で蜘こ祭をする仁7く三が。 こむ革は廃生の：去現から考え

こと，すっと昔法山で霊油をした町代そ幸ふら豪だゼ方舟へ刃」から梓を迎えて祭りをした醇ft，暮ら

に部落の中に神社を作って神を迎え入れて祭タはじめた時代が長い歴史の次々の変化としてあっ

たことが考えられる。そむ長Lへ遥史の変化萱正月の崇声つ巾で繰少返してhるのだろう再をから牛

もL＝C顆粒二持主生む法則」を逼用してみれば，祭や主社の匝史的妾変遷がわかってくるように患え

るので為る。ここにあげたのは唯の一つの例だが． こん夜見方をするとどうやら軒白い結果ので

与例が．二三にもいろいろある。つ実力へ，ケルの「発生の注机」は生物の進化先生につhてだ…ナ言

える法則ではなく，人の生活． 社会の造化発振など． 進展し変遷するすべての現象にあてはまる

意鏡のように思われるCへツケルさんに知恵をかりて民俗学界をアヅと言わせる大論寒極書こ

うと思う。乞う省折寺レ」、菅先生は昨年4月迄甲南高校で生物を御担当になられその後教職を御

射塁さ云し説を．笑潜幸の御研究に尽力をされ，甫内原良町で多忙を日を暮らしておられる。 ）

． －16・－



ワ　トリ　の　ふ　化

2年
田村涼子永野美知子

柳田ゆき子薬丸美枝子

展示会のテーマとして3っの生物界‥‥第－の生物界†植物）． 第2の生物界（動物）． 第3

の生物界（後生偽）をとカかプました。そこで私たちのグループでは，範2の生物界（劫物）か

ら＜生錆の誕生＞と走して，〝ニワトリのふ化〝の魯索をした。 こに空理するにあたり． よく

わから蜜かった点．実験におしって不足した点．それに図解など． できるだけわか． りやすくするた

めいろんな資料を参考にまとめてみた。

【・二・〕

発生軒料としてのニワトリの卯は養鶏場で産轟を買った。

リンゲル複

匝！ 定用のアルコール

〔装置〕

定法器

浩乾38OC附近

湿定足数嘉の下の方に

水を入れたシャー

レーを・針祈買いた。

〔、！ 1て　∴〕

／
［
－
日
日
日
日
日
日

／
／

日

日

起

r‾「（′ノ言1

．1
・∴・

1

r

装

苧

ノl

・

－

1

L

イ

4

．。

l

ノ
ノノ、、メ′！

．云汚‾二㌢J
l

l／ノノ／ノ′

▼＿＿＿⊥七二：＿二＿二

つ

」

‘

「

！
、
．

打
l

＿

二
「

“‾、．
－1h一一・一一一．一一一

‾、一、1－－11　＿二

1・卵は走法器の甲で底にわた凍しいた′」、箱∂上に安遺しておくと．しばらくして胚が上面

にく．ろので1日に1度のわ少あいで回転するニ

2・窪寺宴旛からと少出して，のある止乱の殻をとりのぞき，紙で這経1．3㍑ぐらいの輪を

つく少，それを胚の上にのせてくっつくまでしばらくかいてそのまわカを切り，卵黄か

ら蔽す。

a取少出した胚をニワトリ用のリンゲル液に入れる。これを櫨剖踪横領でのぞくと心城の

∵動く様子がみられる。このよな捜集を4巴呂までした。

－17－



＼

2　日　目

〔発生過程〕

／
／

＼

′
！

！

－

i

l

I

1

1

く

－

－

1

1

1

－

＼
／

＼
＼

、、Y、

＼

ヽ

＼

ヽヽ＿

＼へ、、一一〆

、ヽ＼、－、＿

3　日　目

＼
い
1
～
！
一

バ
ト
バ
ー
1

、
．－ヽ

っ
ヽ

ヽ
、

一′／′一義芋三こ「†＼

1　　－

11

、

Ⅰ＼

＼、＼、

＼－hl一・㌢〆－／一一一

埠徴

2日目：心性の形成がはじまって，

． それにつらなる血管系が

分化しはじめる。
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8　日　目
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5日目：体形ができ，眼球ができる。

卵黄の上に損臥して，C字形と

なり，盛端と尾端とが梱対した

位置におかれる。

体長2．6C耽

11巨凋
特　徴

3［］q

／／／‾‾、、＼、　眼球ができている。

11［］日

羽やあしかできる。
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16日目

絃ねもはえ；だいぶひよこ

らしくなる。
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腹部には肺箕と屁のうかつ

妾がってし、為。

9烏自

ほほひよ＿この形に成長して
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「ゾ　ウリ　ム　シ　の　増　殖」

1年伊瀬知みちえら堂山律子

原口賢子。 平山アイ子

〔動最〕

この実験は． あるまとまった実決をすることが困難なようでもあれまた半分は「何か」

ここのにしたしっと思い．準備にもあま少手欄がいらず，生物弓つ教科憲にも出てくる「生態系の辛

音」について． 自然界の玉音をいろLへろ考え．ゾウムシを材料にして． 行なったものである。

「賓隼遅程〕
ヽ
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一誉】

。 煮出し汁

ノナウムツ「ParaJH㌧〇二江ごて∵＝ユ且已∴∴．‡㌻i）東北大学よタス芋

ビーーシラー（100cc用），浣鑑計． フルはく東北大KA6）

肯粛封守蘭滋，わら煮出し汁

わら「HHリ

ガスパーーナ一，三園台

てわら）　　ピーカ＋（l：′

豆二． 処，妻　　　　・一一L、・
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語意浩を・とUJヒご心、一一ノノーl′ここ．7PCCうつ入4－． その刊てゾウリムシ3鈍重を毎已

一定時効に十． ∴つて帝王ビーカーに入れ，覆るべく彙亘の裟化を受けたhように． 紙箱

に八才も，志度左の少なレJ読音皐を選ぶこと丁てし二一ここ。
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－． 二三1

10月25巨億初む突放にとりかかった。 まず水1βにわらくず50㌢を入れこれを30

分冊巌：忘恩度TlOcで煮沸した。 この煮汁をそのままビーカーに． 70ccづつ10等分し，

これを一口放置し（ゴミをどが入らないように，ふたをしてかく）翌日から，30匹のゾウリ

ムシた殺人していつたっしかし．
あ意力績誹蛮添ったせいか． 2．3にしたら，カビが出てき

て．ゾウリムシが認められず． 失斑に終った。 そむ次は． 池の水をろ返したものを称1た・ニ

しかし． これでもゾウリムシを認載られなかった。 その賦払ま次の宅うろ：事が考えられるD

1． 天敵かいて，ゾウリムシか食べられた。 3． 日分たちの撞離射て上の己んた。

之栄養が少なく∴花んだ。。 4∴培彙夜が了タリムシにあわ莞斗㍉

その他． レ1ろいろ失敗し，汝直した徒やつと成功し－と。

成功した実f．方の誉過法次の通タ。
水霊鳥㌔。

にわら5タを即0分臨鵠した。 そ鵬がOCCに誠。 た。こここ需用

を池の水10川CCと混ぜ，これを70ccづつ1（j等分した。

〔尖擬したヨの最高，滋底気温〕

8　19　110111 12113il・一七

ト
ー
．
「
．

1
1

，Ilが∴ 24i2a5ほ狛21121

立　腹i2G5l　三　日色町19　は且5　は色　目3． 勘18． 日目ユ7

以上〇ようにしてふやし妃10日樹分のゾウリムシの長をそれぞれ貢える。

〔方　法）

錨　それぞれのビーカー迂・よくかき、ませ平均化する。

⑧　コマゴメピペットを用意し． 82c cすいとる。

・′￥　は2c c中に見つからない場合は1cc甲，又抜2cc甲について討べる。

亘）スライドグラスの土に敦帝に分けて怨とし，それをかぞえて合計する。

芭）それを35（日吉して70c c団の崇　する。

予　旭〕
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〔単位℃〕

一一お頭：D結集をまとめる前に． いろし1ろをケースを考え

てみたO

Aの考え；ゾウリムシは2，4，民・‥と分裂によってふ

、／／′しえる。
つまり二次餌薮のグラフが考えられる。

）で／／　　　Bの考え；限界と思われ′る所で繁殖は止まる。
－　　　、　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　．

．
J　　1　　　． ． ． 1

！／一′ノ‘／＼＼＼㌧＿＿㍉増え；分裂していく‾方死亡していくものもあ
るので複だらかな直韻をえがく。

二二こ　一一J・　　　　　○の考え；えさの不足によって死亡率がふえる。
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〔結　果〕

教えた　のを表にすると

催頼む薮グラフにすると
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このグラフの×印に取替紬j㌔鐙の影車に上るのかも

し九たいがほほ男等カーブをえがいてしっる。

〔葺因として考えられろこと〕

0　食物音頭む紺精て－－三専蟄だ行臣貌
＼
えさ8不足

0気侯条件扮影専一・－一一一定は自適の

0出生率と死亡率

0耕出物

誉グラフよ少

個体数の増加披初期のうち注意慢で為るが．

次第に著しくなタ，ある一一迂幻数行丑てくそ

一＿ん． －1－－ル・－叫一一’げノPL　　　　　　　　　　　　　と再び謹餞と一モク． つい瀦域圭緑お呈上ナ七一。
一一．

‥・．．・－1－∴－　一丁、・「：l一六一一÷‥十　一∴一一・一　－1一‥

∠　テく　4156　7　8リ1。 紆既数

U． ・i一・・・三

生廟ま一覧の震境の甲に宙へて． 無限に増殖するものではない。 増殖はある程度までくる

二二千寮の快態とを少．ほほ一定の個体数が絡持されるように蔑ろ。 二二二き生於系の平衡

ゾウリムシの走電性実験装産の工夫

もともと．ち密をことに興味をもっていたせいもあり，

厚物利用を兼ねて，ゾウリムシの蓮電姓を誰にでも確認

してもらう装置を工夫してみたn（臣‖

2年　徳　永　喜　坤

「－一腹

ト

スイヅ升、』汎

／－r・－／
正竜球

＿」ヱ　」
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シオリ（索廉標本）の作成苦心談
一一一一一さ一㌢三≡こここ＿－ん

2年　逆説勇川忠昭

人にはいろいろな缶がある。 かねても・ま射．はむ若い小生にとってシナリ作少． をど子供

っ藷閏こえるかもしわなわが． それた少1つ辱技のニトかけでたると患っている。

望さんに舘ぶように買っで・、へただいたるつシオいつ上京捕ま，モクセイの藷前で去ることは． よ

く追って与られるたらう．ニ拝読の彙1r右左≒；ノノ；克て・ノてカげえ王事としか思えたい。しかし，それ

りに苦労∴接る。 私H〕㍍寸をわち京誓化ナトリウムが，塩につかたいエうに琵意し． お1そる

ごコ、、モろヱ甘こわ茹＿lLは去らず言1－に持つ．。
二「封7ここモクセイの芸が．悪化して堅くても． カっ

ト王たこナリゴ号来ないこ柔らかぐCキレ1げそ1。 ニ∴うちた上は，実際何回作成しているうちに

‘ノ1ユつで、、る。
一ざらに‾㌻鏡．空孔も拝某か．リ∴た刀こ左豆、んレる仕￥いぐ気の桑へのでモhこ，

、二もここ石工石黒透きそう仁一∵い－。葉隠‾∵告てなると亮「ごある。その後‥思い思しつのデザイン

鳥七万壷菊雄二言三でてちらっ王∴㍉！‘んこ凛膏分の烈ハたみにさえない。 台紙にはカつけ．

しノ＿・一んとか㌍1ととむえーへぎ生誉貢．、粟といたもコは取のこされ，何とあわれたことか。

、ノニレて’で㌧らニイ二、さとモ・／∴シ㌧′誓ってもらった当人に手を合わせて拝みたかった。

l－4－ラー∴悠工一芸にかてyL，一一上告㍉圭′、ざ／∴一打F、戌の音二′子．どこか＼、否んでしまった。

豆上り∴　王→H号㍉∵工自㍉㍉－とうr亭骨してい－　づ

大きい主上かり　が樟‖＿’YT　ふい
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「圭∵持主亘は詔書宣して、喜1r‾：ェ三七しこタブ∴如ま1． 三ノ10グラム¢重さや大き芸で． 蒋

J∴Lふし「弓扇か末法三が芸子F． ’豆、・ニ上戸三三歳ちFつ・と分が意hことにな少ます。 が． ご

呈心∴′王墓レ㍉∵そノれデ、三打で∴ただちに良・′，とこか悪心とふ虹hえません一義の線ま4000グラム

工亡をタ，クジラ匠いたって工、く1〔′・
JUノラ1㌔もごろ幹で－． ノ・－。、で黒． 吾． ′＿ザと体豆の京さの比はど守

と主よく鮮謳九‾ここすロ！ 蛸i′ニ1；33ですiljふ，イニ⊥ま1：三㍍らン㌣膚1；Gq． 力

ところフ、ノミ1三テルで（づ：i；20∴ろ・ズメて昔土！ ；言1㌦′ネズーで売1；r弓です。 体重封とべて．

牟h最を担ってレイLからとレトつて，知綽丁ぐれて方㍉うと写し1えないこよ一が†？ わか． りでしょう。

‾‾ん1二一



卒　業　す　る　に　あ　た　り

3年中村路代。 山元史子

松元真理子・婁占恵美子

2年に＿覆った暗夜達と相談して何かクラブに捜し1ろうとし1う事になったロしハろいろ考えたかげ

く生扮菜に按いることに決めた。自分でも「生物」と－1へうもに）に特別に薫床を持っているとレ1う

わけではをかったが．1年の時学んだ抱三校」という敦粧融子きだったからという餐h気拝で入

部した滋でした。入部してみると先輩尋か案外彊ト草まで研鷲しているのを見て驚き． 点心しま

した。そして私も下校の途甲にある整物や飛んでくるチョウ一三：どに描法持つ亡う㌣二を一カましたっ

蛍示套㌍さいして，我々前人は松元さんと私とでソ双肩曇． につし1て．濱占ゼん． 山元さん虻
7
放血′言・てついての研荒発表をすることとたった。何しろ三ノ、とも鉦うてむ経駄たウて．婁竃扉

わ：三、1らず先生耳痛頂長峯のもとにどうにかやることかて菩ノ㌔ニ3年〇喜冗痺喜弓か∴：円通百査ので

今定点畠発達で実損をし．そのチーターを発表することにな二1た。 ケトウモロコシに舟ヨーるジベ

レリンCD作用ヴとしへうテーマにした。せっかくまいた種子が少ししか発芽せず廿科右足とたケ．

塁最悪凍上受膏や良くなかったDがしかしこの集魚過登に於しってLへうんモー圭’・を等んたとノ伝う。

㌍幕というもちかしっかに淡抄であ上少しの鉦違いも許まれをわも藍であるかとhj÷－がわふ

ったこ全てにおいていろん老僧彙托し，学んだと澄うり美しいチョウむ羽を克て人嵩む及鉦． ㌔璃

’‾仁一き1モ粧博だったと患う。 生㌢十封乙か∴ニて長かったと畳
・・二∴・

う。
こ¢〕生二宮に互，卒業に革たタ一番和束に裁っているの軋二年草時霧島へf亮‾旅行′二石っ二！こ二

〔；主で童．ろr＿7月だ三七パスで轟島へ訂ナ王発した。ここ措燕行と技レふた㌶坊，紆〇年、ソ芋

裏白は読五誼㌢㌻一三ったこ、そしこた∴し〕っに‾・軍隼一一詐20畔紐か狛苗し症音声ノハいノ三′′．だ

った。頃日EjT主く′つて．豆まで登ること針射軋∴私達汰めずらしい草木を疎藁した二〇・レ㌣・′、F．
こ

とんを甘上皇亘圭したか今ではずつかカ忘れてしまった恥あの大潟の泡の揺し豆ニ七・二：二ミ′－ヒ生こ

品こらすには‘さらこ、三．三1つた。そしつ誉はみ左なすつか．り去れてしまったが，女子て洋っ土工

キしむ長三一：‡に元気たし待‡とつノてij．i∴三、まで遊んだr．3月2巨二1て終！日ごと忠幸尋章㌧㍉′′‾J‘・、イ‾、ノーハ

むみそ汁とカンヅメこ斗圭吏モとった。、こん発育行こプロパンガスそど姦封烹し：たい′

韻軽来てし1らっしやったおばあさんに火なつけてもらった。 また睾メ念ら患いうち∴． 定言賞

養先にで一三′1・：丁た。チョ㌢や甘抱を産焦しながら歩阜てきたも（⊃叫． みんたすっ∴1。！？ノ1・∵てし∴モっ

たのか－こともロ驚きかモhひまわウ〇六をたが漕てい・ると点宣してみたい佃五感定一こる。 12

簿ころ高子慈浮露につ、′－た。そして今まできた遺色パスで下つ午校5庫に転配豆に鉦古した。
．

このよケに盈どたどしい記・撥をふクかえって三・、そ・上品隼鉱石と托托ど濠1もし‥）でちろカ．すべ

て楽Ll／1ノ畑′さ寝と：とるたうう。
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「昆　虫　の．ム　シ」

3年　山　下　忠　正

昆虫を採集する事は． 僕の粂しみの一つです。 一概に疎集といっても，ただ虫を取るのではな

くて．山や野を麒けまわって時には． やぶの甲までも煤や虫を追hかけて取るそんな廃集である。

小学生の頃．僕は牧園にいた。 廃畠が目の前に見え． 昆虫採集には絶好の場所だ。 日曜にな首と

弁当一つに．崩と三角ケースを持ち付近の山に探集にいったものである。 その時取った躾や虫が

めったに見られるものでなかった丸文自分にとって始めての麓であった少した時の嬉し引意地

に飢えようもないロこれは実際経験した者だけが知る． 他人には知燐する尋？ できない喜びであ

る。潔集してきたものを標本にし，後になってその標本を且採集した時の惰貫之思い出す

それも一つの大きを染しみでもある。 又丘虫採集はそのエうな自己淘足的なもらを与えるたけで

詫なくて，野山で戻集する単打体が汚る大切食事を数えてくれる。

だhぷ前のことだれ霧島へ親父や兄藷と採集に行った時，栗野嶺から海老裏高原′、出るニー

スを採集しながら歩いていると，ト日用シジりカ準葉に羽を棒ませているエコに詭去った。

しかし致念な轟に木の高い所にいるため，網が届きそうにもない。 石た整げつけ，璃んで行く

その後を追いか膚．塵の飛ぶがままに追いかけてしつる内に，最初はすく－っか貰えることん一三できる

だろうとン1う志いタも詩が，次第に遠からはずれて行∴‾餞・と，つか甘える▼デかできるだ壬シオ王

hう疑問とに変ク，その為かどうかわからないが． ついに珠には逃げら九，お享けに道にまで震

ってLま！ へそれからが大変だったしまわタはいつのまにか． ススキので、亘裁った所で，しかも

方向もわからず四苦八苦。 ちょうどその時「イシガケチコウ（この某は葦が採集したかぎ少で：⊥，

大鹿水のそぼにいた。 ）」が飛んで来． ′j、川かそばに流れてはいやしをhかと大いに元気づけら

れた。ちェっと先へ行くと案の定，巾2，3メートルの小川を見つける皐が出来た。 その冷たい

水蜜読んだ軋何ともいえ夜tへ体の先までじーんととおる様をすがすがしい気籍になお心か

らそ虻バイシガケチョウ」に感謝した． 。そのおかげで正しい道に出られ，元気に目的地へむかっ

て行く事ができた。

遠に迷っていた噂，もし「イシガケチョウ」がでてきてくれなかったら，あるいはその時「イ

シガケチョウ」の性質（水のそばにいるとしへう事． 実際はどうか知らないけれど． 僕はそう思う。）

をかねての採集の経験で知ってなかったら． もっと長く道に迷い続けていたかもしれないと述懐

－／ます。昆虫探錠は山野を駆けまわる革によって，その本当の楽しきや． 虫の性質を知少，それ

を利用する様な貴重を体巌を与えてくれます。 それも単に山や野を駆けまわって採集するからに

すぎません。



3年　中　村　修

入部したのが2年の夏休み前であったから． 夏休み中の房島への． 確か2泊3日の採集旅行が

最初だった。それから吉野，桜島などへも生物部員として行った。 その他∵人で弟畠へ． 豊島認

納君らと吉野へ行った。どの場合も楽しかった。 しかし． 入部してから2回臼の採簸旅行㍉吉野へ

行った時．帰少に龍ケ水で汽車を待つ軋海岸に降タて行ったところ． 足をすべらせて，びしエ

めれになった苦い経験もある。 また．桜島へ行った時． これも帰りだが． 先生達とは別の道を過

少．産の部落で渇いた喉を潤そうと民家に行ったところへバスが来てあわてて水も飲まずに． 在っ

て行ってやつと間に合ったこともあった。 このようにいろいろ夜ことが奉ったが，考えてみると

僕がこれらの採集旅行から得たものは何であったかわからない。 今さらもっとしっか少した巨畠

を持って入部すればよかったと後悔している。 しかし箪舌につくされない体験をクラブ活動によ

少教えてもらった。話は変わるが，1・2年生の部員へ。 これから． よ少活発なよ少楽しい生物部

を作って行くために部長を甲心に，お互いに協力し合って，自分にとっては有意義夜告性活であ

るよう努力して下さい。

部長豊島忍

私が入部したのは． 1年の3学期でした。 動機？ なんの皐はあり圭せん。 クラゾの甲に． 私

の従兄がいましたので，「生物」に園して何の知識もなければ，クラブの意義も知らずに入った

のです。そのような私が驚いたのは． 入部して壇も凌ぐ行なわれた採集会の噂． 従九や先生が雨

んでhる験を見て，び克少とその名をあてたのです。 しかも雌雄の別まで。 そして珠が非常にデ

リケートである寒もその時に知タました。 そして1年たってようやく何も知らなかった私が，積

んでいる嬢の名を多からずとも言えるように夜少ました。 ちょうどその頃私は部長になケ． その

際次の様な事を考えました。 部長とは皆の代表であって責任者ではたい。 もちろん外蔀から責任

者と呼ばれる峯もあるが． クラブ内に於いてはその嶺放茄員の一員であって，ただそのまとめ技

をするだけの車だと。 私の▼この様な態藍はクラブの不調和な時には非難されがちでした〇それで

も私は．クラブが不調なのは． 皆が不調なのであって皆の意欲が盛かあがってこなければ手の揖

しょうもないという考えでした。 が． ちょっと利己主義か． と思う革もあタました。 だんだん部

員が集まる様にを少，まとめ役として精一杯やタました。 そして私は先年からの希望であったこ

の「甲南生物」を作ろうと詣包にしました。 いや，押し付けたことになるかもしれません。

自分達の研究をまとめて発表するという逓旨の基に． 部誌を作成しました。 皆がこの計酎Cは

協力的でした。展示会を迎えてクラブにある種独禍を． 温いハーモニーが流れ． ついに蔀誌「甲

南生物」という′J、さ幸一草を作少あげる事ができました白との苺はまだまだ芽を出したばか少で

何の支え木も施してあタませんが，どうかこの一等を東長く守少育ててくださレ。
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創　刊′　オ　ヅ　デ・圭　ウ＼
一L＿　　　　‥　－・∴－

昭41年卒業生　奥　江　　旭

蔑らの時代に是非発行したかった郁志です机とうとう僕ちは机上の‘計画で終っセしまい受し

た。それを君たちがやってくわたわたから鱒たち卒業生にとって接，喜びこめうえあ・少ません。

震え晋，ほんのこや商入学式があったようたけど． 先日の文化祭の折∴生物敦蔓に入って考充

二亮にこれまで何年も甲南を壷れていて，兢しいようた，頑もしいよう左心の安らぎを． 私お薄

い4つにしいi′こ点じました。

てこで揖テレつ立豆葦に忙殺封1ている五言‾、∋岩ら告見てhると，次々‘と隼の高座にう嘉／しでくる

ノLj．
そ一：ナ＿ナ長柄や苦手で・⊃r畑で′ごり．さらに長束鳥へめ王坊主．また叡尊の文化祭虜卑生でき

亮諦㌫正子てしァこ。

rノ二一・、んた哀しい患い長吉かうかと王つていたら巨前に走らの基の華やかを文化祭を見てiどうし

て膏らち．あんた：ノこしたかった1かたろう。なぜこんなちょろとした轟にも気づかなかうためかな

ど．とんとは後厄ロ念にお一そゴ′了とたJ

：l▼．ラ′7壬‾弓ら豆．′リーミニ‘′1ンノ。r＿．一一＿1；r’C二レ‾るとレ、うよタ．もっと崩は、たいて束に充実1した

ノーモアラブにしか二；けレーさ、レ1－与：∴か三うアンて’曇いたったわら差分ら按とfJ位でよいだろうなどと
一．一二77三い‾L，一1　　　∴I、ノ㌢tつ′′r‾t LLL，かつ勉立にも励んで下童レ豆

もノー∴本土．
縮＿品ノ、ナへし′　　　　　　　　fL！「

「

い

y

′

〃

　

て

二
王

、
＼
．

上弦上告㍉玉演目年上薫念じて

生徒会本部l日］中． つ専

生物酢雄志の未刊まずはお輔でとうと呈ふケ㍉そして御苦労さん云それ浸全校生徒が

注目すべき金字塔でもって，ちょうど夕暮れ0空に打ふい曇が－う洩ってめるち〇本じが

する。我々か一つの本をつくるにらたって立つ豆鹿島′Cおhて非常た労苦を七とする。

殊にそれが勉に主たる仕京告もつクラブに糾ってはなおさらであ、る。 生物の斬亮という

ら∴′l仕事を負って豆の鋸に敬敬したLへこ‾これ壁掛如き生扇かよよ発展を姉拍

こ′1㌫二しますロー28－



生　　き　　物

顧問　　　吉　井　浩　一

昨泉，鎌倉の町こ′」二ずれにあぷ鮎を訪ねた。 夏でもひんやりと静かなこ

の寺は，誰にでもは内部を見せたい。 私は住職に案内されて，国宝や重要文

化財に指定されている茂多の仏像を巡った、，ここに並べられているものは人

甘プ〕手による造卦勿だ。，しふし，この寺の名宝とし今われる主菜地蔵の前に

立つと，ふしぎに金属で掛来ていることを感じさせ査かった。 私と等寸大の

＿、′ノ「黒鳥抹手⊥淫．階か． こ∴パ中り手てよろ卓効・ン′クで去み、無生物である。－′′′、l・ごけEr・rメ

いまこうして対威している打つ窯地蔵封ま帝凍り至「生き物」であった。 私

絃私意炉つ心で話した。 帰りをがら，真夏の太虜の下で，数百一定前の黒地

二．
ヤ端′Lだ当人と話し∴二ノ

it．

． ニ損龍三［∴しノ二．7、∴ノ惹1一山を隼いてい′・－、こ　ぞ∴一こ三・二」．彰しつ言⊥二LI」がある。

別品ごlに富士rLc吋－1占してし　こ。 ハつ、’圭、HhH一1二ft，た∴∴山」は，つ鉦′こ茂

にと1ごて「生か′ノ′」だ′、それ技見る新）の心まで確射てひびいてくる生命感

であるっ

． －．

諸君の南光対攻は辛し一に巨土離別でカるっそ・・．〕司教′ガてある「塗曇再」

と心をかよわせ，「草歯生吻」の内容を少しずつ曇瑚てこ妄れんことを兢うも

つてのる。
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（鉦棉皇　ヰ　1月7日）
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r　3年3組　　甲　　村　　修　　二　V

空母1組

豊島忍

西村光一

甲村勝代

山元史子

山下忠正

有用義秀

塵古志莫手

法元素逗子

徳水喜郎

森山令子

小田達矢

納邦雄

逆†豊川忠昭

東条包

田村涼子

恭打美知子

入部もや手

書了．
こ紀真鱈

員　　名　　辞（1966勾この
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2年10組　　甲　　妄テ

11薬丸美枝子

梯伍ゆき子

1年1線上野正窮

夜倉

山下

丸山

壷屋

堂山

原口

吉

　

浦

　

卓

　

律

　

竪

睦

　

美

　

徳

　

夫9

つ

⊥

つ
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顧　　問

頂勾潔

伊帯地．ノみちえ

平山アイ子

（32名）

古二． 手浩一

市内薬師町25

示i＋亮＋＿露

ト1qrn一一一′；育て上ラ1こ出鑓」一子
：氷　　山　　曹　　‾て‾しこ

国分市向花町ヰ14

㌫＝＝＝ニ「966年度清観月犬由上‥＝ご＝ニ

jl行幸汗訂黒－7‾一十設這及び訴先雷始

予算敢行予走接出

鵠j轄正長会…・‥家島

7長　一′工Zil一年耕一詫言‥…・吉望テ

‘左多産互言†再演始及びその打合せ

8月　錠多炭ト・主′信吾

175　臣
・． 三rj⊥＿　　粗隼£忘塵示翁埠成

J月　別立60疎享記芯哀示豪華南

10月　諦立60弱年記念亮示．き

減蔚ね頭′信募兵

11月　憤通底掠病毒来

日りi亮拍沌凄涌〆切も

42車

1－月　「甲南生物」発行

地山おか巌扶持は頭藁合い嶽腺癌㌫

－3リー



あ　　と　　が　　き

とにかく念願の都議がやつとここにできた。思えば生物研究部創設以来．幾多の先竜が夢

みなから成し蕾をかったことを．学校創立60周年と時を同じくして発刊できたこと沈部史

0－ページに残ることと思う。苦心した割合に内容は幼種きわまるものであるが．少しづつ

充実したものに育てていきたい。「息は出す」ということはやはタ蓮しいことを知ク碍た。

本誌の発刊に御協力くださった校長先生辻じめ．旧麗モ圭コ小野史上．折口先生．生徒会役

員の皆様かたにこの欄を倍少て．お礼を申し上げます。（机邦諌）
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盈児島市上之掬町4　7　0

違児島県立甲南高等学校

生物研究部撞牒摘待井滑
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発　　　行　　∴′揺－42年1月15ヨ

印　　刷　　富士美音唱刷　⑭221リ96757
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